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行動修正実習の変遷に辿る山本先生の功績と、30余年の協働・交流

大森貴秀 1・近藤鮎子 2

1. 慶應義塾大学文学部 2. 株式会社エルチェ

長い交流の歴史を伺いながら、当時から今の学生指導に通じる一貫した山本先生の臨床スタンスを
幾重にも感じるインタビューとなりました。常に側で学生を支え、見守ってくださっていた大森先
生から山本ゼミのこれまでの印象や今後の展望ついてお聞きでき、とても楽しい時間でした。山本
先生との交流は今も常に続いているし、あまり「思い出」という感じではないなぁとおっしゃる姿
が印象的でした。（近藤鮎子）

大森貴秀先生（以下、大森）に近藤鮎子（以下、近藤）がインタビューを実施しました。

近藤：はじめに、大森先生の専門分野と研究内容について教えてください。
大森：一番大きなのは発達心理学で、最初の頃の研究は障害児、障害者の社会適応、社会参加について
色々と、調査とかそういったことでデータを取るような形のものが多かったです。いくつか乳児の研
究もしながら、発達の研究もしました。今はどちらかというと一般のお子さんの育児支援の、様々な
介入の効果についての検証とかそういったものについて、看護の先生方と一緒にやっている（Komoto,
et al., 2015; Nagayoshi et al., 2016）ところがひとつ。それから、ゲームの心理学（大森・原田・坂上，
2017）についての研究を坂上貴之先生（慶応義塾大学文学部・名誉教授）と研究をしている部分もあ
ります。発達心理学と、看護、そのあたりをバラバラに”色々” やってる、という感じですかね。

近藤：山本先生との出会いについて、当時の印象なども踏まえつつお聞かせください。
大森：確実に覚えているのは、大学院のM1、修士 1年生のときですね。山本先生が心理学実験の担当
をされて、私がインストラクターの立場で授業に参加していて、そのときの関わりが最初かなと思い
ます。心理の先生方で比較的体格がいい方がおられなかったところで、すごくがっしりした先生がい
らっしゃったので、豪快な先生がいらっしゃるな、と思ったのが最初の印象だと思います。今もそう
いう印象はあるんですけども、繊細な部分もあることがその後わかってきた感じです（笑）。実験が
終わった後に、学生に説明をするインストラクションを私が担当していて、何かのきっかけで私が
rate と ratio の違いは何なのかという話を始めたんです。始めたときは、山本先生も「お、いいこと
言い始めたな！」という感じで、私もやる気になって話を始めたんですけども、まだまだ知識が足り
なくて、途中で空中分解するようなことになってしまい、最後しどろもどろになったら、山本先生が
「しょうがないなー」というような感じの顔をされた、というのを覚えています。その時のエピソー
ドをすごく強烈に覚えていますね。

近藤：共同研究といいますか、一緒に働くようになったのはいつ頃でしょうか。
大森：行動修正実習の授業はその頃からあって、最初私は大学院生として参加していて、たぶん博士課
程の頃に佐藤方哉先生と山本先生が一緒に担当され始めました。その頃から教わり始めて、流れで、
私もずっと実習に関わっているうちにいつの間にか担当者の 1人に加えられて、行動修正実習の共同
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担当者として、授業を持ち始めたのがきっかけです。最初は実習の担当は佐藤方哉先生と、私の師匠
である冨安芳和先生だったと思います。理論的なところをお子さんに適用するという形の実習として
始まったので、最初はとっても実験的だったような気がするんですよ。行動修正の実習を入れるとい
う考え方自体が、慶應の心理では比較的新しい挑戦だったので、たぶん先生方もどう指導するかがあ
まり固まっていない状態で、そのうち山本先生が非常勤として参加され、指導を受けるようになっ
て、そこから応用行動分析学についていろんなことを私も学ばせていただいたのかな、と思います。
最初は山本先生も大学院生を指導する形でお子さんと関わるモデルを見せてくださって、本当にいろ
んな実践の場面でどう行動分析学を使うのかを教えてくださったので、そこから少しずつ私も応用行
動分析学ってこういうことなんだろうな、というのが何となくわかってきたんですね。実験だったら
上手くいかなくてもデータを取り続ければ意味のあることができるんだけども、実践の場面でそうい
うことをやっちゃだめなわけです。成果をきちんと出す、効果をきちんと示し続ける必要があるの
で、その辺のスタンスを山本先生が入ってらっしゃって、とても理解できるようになって、実践の場
面ではこういう使い方をするんだなというのを本当に実感したというのがありますね。社会学研究科
で予算がついて実習室を作った当時は一軒家だったんです。中に 3部屋か 4部屋ぐらいあって、面接
室、プレイルーム、訓練室、観察室があって、外に砂場もあったんですね。最初看板が実習室ではな
く「臨床心理学相談室」だったかな。そのころ人間科学専攻に臨床心理学を担当される先生がいらっ
しゃって、臨床心理の相談を受けていたのでそういう看板を出していたんですね。その先生が退かれ
た後、実習室として本来の機能にしよう、という、ことで「社会学研究科実習室」という名前で前面
に押し出して、実習の科目を作りましょうということで行動修正実習ができたんだったと思います。
その後、一般のビルのフロアだった西別館に移ったころには、山本先生が中心的な役割を果たしてお
られたと思います。専任として入ってこられて、すぐに発達心理学のゼミを持たれて、学部教育もさ
れるようになった形です。実習室も山本先生が活用されて、設備等整えられたのだと思います。この
辺りは山本先生に聞いたほうがいいかな。おそらく当時とても苦労されていたので。やっぱり、社会
学研究科で実習室を 1個持つ形で非常に独立した施設なので、維持をするためには、いろんな部署に
対して説得がいるわけですね。そこで山本先生は様々な貢献をされていたと思います。山本先生がい
らっしゃらなかったら、社研実習室は途中で消えていたんじゃないかな。山本先生あっての社研実習
室、というのが私の勝手なイメージですね。

近藤：行動修正実習の変化について、何かお感じになったことはありますか？
大森：実習は実習、実験は実験。あくまで実習というのは教育なんだ、学生が実習に出ることでスキル
をきちんと身につけることが必要なんだ、というその辺の目標をはっきりさせられたと思いますね。
逆に言うと失敗できる、失敗してもそこからスキルを学べばいいよ、というスタンスで山本先生も
色々指導されているなと思います。当然、実践の場面で失敗するとえらいことになってしまうと思い
ますが、実習の場面では山本先生なり私もお手伝いするなりでスーパーバイズをしていますから、取
り返しのつかない失敗というのはない状態で、学生さんは色々なことに挑戦できるんじゃないかと思
います。山本先生がメインでしっかりやられるようになってから、親御さんに対して何を示せるのか
が非常に重要なポイントになっていて、親御さんにもきちんと満足していただけるような関わり方を
大事にされてきたんじゃないかと思います。最近はご家族を含めて、どういう支援ができるか、お母
さんのスキルアップを含めて色々されています。今の実習を受けている学生さんは、多少なりともお
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母さんと面談をするというのをやらされていると思います。山本先生がお母さんのリクエストや質問
に対して受け答えをされているのを見て、私も勉強させていただいているところはあります。

近藤：大森先生は教員としても、実習に参加する学生のことをよくご覧になっていたと思うのですが、
学生の変化で何か感じられることはありますか。

大森：山本先生が大学院生についてはガッツリ指導されるので、お子さんと関わりながら、お子さん
の役に立ちながらちゃんとしたデータをどうやってとるのか、研究的な目的と実践的な目的のバラ
ンスのとり方。あるときはお母さんに成果を見せることを中心にして、あるときはデータをしっか
り取るということを両立させて、きちんとお子さんとの間でやりとりをする中からデータが取れて、
それが目に見える形のデータとして分析できるようなものにしていくという、その辺のスタンスは、
山本先生のところを出られた大学院生の人たちはしっかりしているなと思います（例えば、Matsuda,
Omori, McCleery, Yamamoto, 2015）。これは多分、他の臨床心理系の大学院では学べないことだと思
います。山本先生ほどアカデミックにデータを取ることと両立させることに神経を使っている先生は
少ないんじゃないかと思います。行動分析学的に実証できるようなデータをどうやって出すのかを最
初から考えながらお子さんと関わって行くんだよ、というところ。やるからにはデータを取ってそれ
を成果として発表できることは前提だ、という形での実践を考えていらっしゃる。そこがしっかりと
教育されているのが今の山本ゼミの卒業生の皆さんじゃないかなと思います。山本先生がアメリカに
留学されるときに、誰かが「山本先生がアメリカに行って帰ってきたら、アメリカ人っぽく髭をはや
して帰ってくるんじゃないですか」と言ったことがありました。それに対する先生の返しが「それは
絶対にない」と仰って。何でかというと髭をはやすとお子さんが怖がる。お子さんが親しみを持てな
くなる可能性が高いので「そういう可能性やリスクがあることは絶対にやりません」と断言されてい
た。人まるまる全体が刺激なので、お子さんにとって自分がどんな刺激になっているのか、というこ
とを常に考えていらっしゃるな、と思います。実習のミーティングをしていても、どんなことがお子
さんにとって刺激になっているのかという感覚がすごく鋭くて、学生さんを指導するときにも、お子
さんにとってどんな” 刺激提示マシン” になっているのかを常に意識するように求めていらっしゃい
ますよね。最終的には自動化して「意識しなくても効果的な刺激提示ができるマシンになりなさい」
と常に仰っています。山本ゼミの卒業生というのは、皆さんがそういう風になって出ていくんだと思
いますが

近藤：山本先生との研究的な繋がりについてもお聞かせいただけますか？
大森：そうですね、山本先生は基本的に応用行動分析学なので、単一事例でのデータの結果をまとめる
ことをやっていらっしゃって、ただ、山本先生自身はそれをやりながらもちゃんとグループデータの
比較、つまり統計的な分析の重要性をとってもよくわかっていらっしゃる先生なので、それをどうい
う風に単一事例の自分たちの研究データに持ち込むかということを常に考えておられる。なので、そ
のときにどういう風なアプローチがあるのかというときに私に声をかけていただいて、例えば学生さ
んの博士論文を出すときにどういう分析方法があるだろう、といったことをよく一緒にディスカッ
ションさせていただいていますね。最近、熊仁美先生（NPO法人ADDS 共同代表、社会学研究科非
常勤講師）のプロジェクト 注 1 に一緒に講師として出て、山本先生が単一事例での介入の仕方につい
て応用行動分析の話をされて、私がそういうときにどうすれば介入効果を説得力を持って示せるの
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かということを、実践畑にも、学問的な分野でも主張できるのかということをお話させていただき
ました。そこで単一事例で効果量（effect size）はどういう意味を持つんだろうなという話をしまし
た。色々と普通の群比較と違う部分もあるし効果量の扱い自体が定まっていない部分がある中で単一
事例の場合に効果量の指標をどうやって持ち込めるのかということを、最近熊先生とか石塚祐香先生
（筑波大学、社会学研究科非常勤講師）も考えていらっしゃって山本先生にもいろいろアドバイスを
頂いて、私自身がいろいろ勉強させていただいた感じですね。やっぱり応用行動分析学の単一事例研
究の一番の鍵というか重要な部分は、グラフにあると思うんですよね。だからグラフを見て熟達した
応用行動分析家だったら、どのぐらい効果があるのか、どのぐらい甘い部分があるのか見て取れると
思います。それをどういう風に数値でまとめ上げられるのかということを、いろんな研究者の人が考
えていると思います（藤巻・山田，2021）。なかなかこの指標はこのタイプの効果は示せる、このタ
イプだと上手く反映できません、と言った形で一長一短あるというのが今の単一事例研究での効果量
の状態かな、という気がするので、それを更にもう一回まとめ上げて、どういうタイプでもある程度
は反映できるような効果量が作れるのか、その可能性を探ってみる必要があるんだろうなと思ってい
ます。行動分析学会だったらグラフを見せればいいわけですよね。それでみんな理解してくれますか
ら。それを実際に蓄積していって、こういう支援だとこういう効果がありますよ、ということを外に
示すときに、示し方の一つのオプションとしてそういう効果量のような数値指標が出せないか、とい
うことは考えておられると思います。その辺は、今山本先生のお弟子さんたちも考えておられること
なんじゃないかなと思いますし、山本先生もお弟子さんたちにぜひやってもらいたいと思っていると
思いますね

近藤：検査の実施方法について、山本先生と議論されることもあったそうですが？
大森：障害を持っているお子さんや、特徴を持っているお子さんに対する検査のやり方についてはよ
く、毎回発達検査の話が出るたびに議論をしています。山本先生が一番考えていらっしゃるのは、障
害を持っているお子さんに対してどこまでやり方についての柔軟性をもたせられるのか、というとこ
ろだと思うんですよね。追加の手がかりを与えるのではなく、例えば提示を出すときに 25㎝前の真
ん中に出しましょうとか、多少近くても、ずれていても、普通のお子さんなら全然影響がないような
ことも色々と決められているけれど、それが変わるだけでできるんだ、というケースが色々あると思
うんです。別に普通のお子さんにとっては難しさが変わることではないんだから、変えてもよさそう
なものだけれども、実施の手引きに書いてあるから守らなきゃいけないということはいっぱいあるの
で。逆にいうと本当は決めてほしくないんですよね。「注意を向けられる場所に出せばいいですよ」
という書き方をしてくれればいいけれど「25㎝前に出してください」と書かれると、それ以外できな
くなっちゃう。決めたほうが楽になるのは確かなんですが、それが成績に大きくかかわっているよう
なお子さんもいることも考えて手引きを作ってくれださればな、と思います。そこまで考えるのは難
しいんだろうなとは思うんですけどね。検査の場合は基本的に全く同じやり方でやれば、同じ条件で
あることは間違いないので安心なんです。バリエーションをつけてもいいというためには、バリエー
ションをつけても結果が変わらないことを証明してからじゃないとできないので、そういう意味では
「念のため決めておきましょう」というスタンスになるのはしょうがないような気がします。山本先
生は当然、お子さんと関わるときにお子さんの注意がどうなってて、何に対して注意が向いていない
かということはすぐわかって、ちょっとこうすればできるだろうと予測がつくので、その辺は余計に
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図 1．インタビュー画面のスクリーンショット（左：大森 右：近藤）

まどろっこしいんだと思います
近藤：山本先生との協働・交流は、大森先生ご自身にどのような影響を与えましたか？
大森：私は学部で応用行動分析学を学ばなかったので、行動分析学と言ったら佐藤先生がやられていた
ような、動物の行動実験に基づいた徹底的行動主義だったんですね。山本先生がやられているのを見
ていて、行動分析学を応用するということを実感させていただきました。雑に言ってしまうと、ひと
つには恥ずかしさを捨てなきゃいけないな、ということがわかりました。私がお子さんに検査をする
際には、お子さんにとって一番効率の良い刺激の出し方は何なのかなというのを考えて、少し大げさ
というか、すごいにこやかに、いつもの自分の行動パターンとはちがうな、という感じでやるわけで
す。それが単なる演技ではなくて、一番効果のある関わり方はなんなのかを考えて、私も訓練室に入
るときは人格を変えるんだ、というぐらいの気持ちでやらなきゃと思えるようになったのは、山本先
生の姿を見ていたからだと思います。お子さんとの接し方の基本的な部分は、山本先生を見て学んだ
と思いますね

近藤：山本先生との一番の思い出はなんですか？
大森：山本先生と合宿や学会に行ったことがほぼないんです。山本先生と私とお子さんで電車ごっこを
してプレイルームの中を走り回っているという映像を VHS のビデオを何年か前に見つけ出して、こ
ういう時代もあったな、と思い出しました。本当に楽しかったかどうかわかりませんが、みんな本当
に楽しそうに 3人で走り回っている様子を見たりして。もちろん研究室の運営に関して色々一緒にお
仕事はさせていただきましたけど、それはもう本当に順調に、特に波風も立たず、山本先生の人望に
従ってやったというだけなので。佐藤先生みたいな山本先生の師匠筋に当たるところの世代の話が一
緒にできるのは、山本先生にとっては私ぐらいまでなんですよね。そういう意味では、一緒に思い出
話ができる間柄ではあると思います。

近藤：最後に、山本淳一先生へのメッセージをお聞かせください。
大森：多くは実習を通じて、研究室でのやりとりを通じてお付き合いをさせていただいて、付き合い自
体は 30 年以上になります。特に実習に関してなど、私なんか素人に毛が生えたような人間でしかな
いのに、意見を聞いてくださったり、議論してくださったり、分不相応に尊重してくださっているな
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と思うので、感謝しかありません。3月で退職とのことですけれども、これからも是非とも是非とも、
色々なお力をお借りできればなとはお思います。特に実習室。先生が長年に渡り力を尽くされて今の
状態まで繋げてくださっている施設なので、これが今後先細りにならないように、是非ともお力をお
貸しいただければなと思います。これからもよろしくお願いします。
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